

































































































































































この法廷は . 

火傷で顔半分がとろかされた娘の 
将来を思うあまりに、母親自らの 
手で愛し子を死に至らしめるとい 
う殺人事件の公判であった。 
判決は鞋いものであったが、それ 
はおそらく世間の耳目が涙と同情 
で支援した賜であったかも知れな 


だから子供のやけどや 
水死、病気の手遅れが 
多くその後を絶たない 


昭和 14 年 10 月 28日、秋田県に生れる。県立増田高校卒。デビュ—作「長持唄考->('69. 4 月 号)、主著 
昭和 48 年 t 「講談社出版文化赏児童まんが部門賞」受賞。昭和50年度「日本漫画家協会賞グラ^^ 














力ご長持 (ながもち )というのは布団などを入れる 
°家具の一種で、大きさが 0.6 mX 0.6 mX 1 .5 m 程の 
長木製の箱のことである0江戸時代には、たんす 
f と共に重要な嫁入り道具の一つであったが、今 
ん日では生活様式の変化に伴い実用性を失い、ほ 
^とんどすたれてしまった。しかし、当時の婚礼 
g (嫁やり、嫁とりという呼び方をしたが、今日 
f の結婚式とは大分ニュアンスがちがう）におけ 
% る親子の情や、女の社会的地位、宿命といった 
クものを、切々と唄い込んだ祝唄として今日も東 
% 北地方には残っている。 
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ら ポクは今頃故里で銀行員を して 
でとぅございます。 
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この物語はすべてフイクシヨンです 
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